
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】　オーバーキャップを使用しないで片手で掴持

しながら注出ができるポンプ付き注出容器を提供する。

【解決手段】　ポンプ付き注出容器において、口筒部に

嵌合組み付きする嵌合筒片を有すると共に、ポンプを密

閉状態で口筒部に組み付き固定するキャップ体と、下端

部をキャップ体の下端部に回動自在に外嵌し、嵌合筒片

の外側に同中心軸状に起立配設される回動筒片を有する

回動筒体と、嵌合筒片と回動筒片との間に回動筒体の回

動による昇降機構を形成した状態で、この嵌合筒片と回

動筒片の間に同中心軸状に、昇降可能にカバー筒片を配

設したカバー筒体を有し回動による昇降可能にカバー筒

片を配設したカバー筒体を有すること、カバー筒体の下

限位置で押下げヘッドがこのカバー筒体の上端面から突

出するように、またカバー筒体の上限位置で押下げヘッ

ドへの注出のための押下げ操作が不能になるように構成

すること、にある。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
容 器 本 体 (1)の 口 筒 部 (2)に 、 上 端 に 押 下 げ ヘ ッ ド (41)を 嵌 合 し た 押 下 げ 式 手 動 ポ ン プ (51)
を 起 立 配 設 し た ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 で あ っ て 、 前 記 口 筒 部 (2)に 嵌 合 組 み 付 き す る 嵌 合 筒
片 (12)を 有 す る と 共 に 、 前 記 ポ ン プ (51)を 密 閉 状 態 で 口 筒 部 (2)に 組 み 付 き 固 定 す る キ ャ
ッ プ 体 (11)と 、 下 端 部 を 前 記 キ ャ ッ プ 体 (11)の 下 端 部 に 回 動 自 在 に 外 嵌 し 、 前 記 嵌 合 筒 片
(12)の 外 側 に 同 中 心 軸 状 に 起 立 配 設 さ れ る 回 動 筒 片 (32)を 有 す る 回 動 筒 体 (31)と 、 前 記 嵌
合 筒 片 (12)と 回 動 筒 片 (32)と の 間 に 前 記 回 動 筒 体 (31)の 回 動 に よ る 昇 降 機 構 を 形 成 し た 状
態 で 、 該 嵌 合 筒 片 (12)と 回 動 筒 片 (32)の 間 に 同 中 心 軸 状 に 昇 降 可 能 に カ バ ー 筒 片 (22)を 配
設 し た カ バ ー 筒 体 (21)を 有 し 、 前 記 カ バ ー 筒 体 (21)の 下 限 位 置 で 前 記 押 下 げ ヘ ッ ド (41)が
該 カ バ ー 筒 体 (21)の 上 端 面 か ら 突 出 す る よ う に 、 ま た 前 記 カ バ ー 筒 体 (21)の 上 限 位 置 で 前
記 押 下 げ ヘ ッ ド (41)へ の 注 出 の た め の 押 下 げ 操 作 が 不 能 に な る よ う に 構 成 し た ポ ン プ 付 き
注 出 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
カ バ ー 筒 体 (21)の 上 限 位 置 で 、 押 下 げ ヘ ッ ド (41)の 上 端 面 が 前 記 カ バ ー 筒 体 (21)の 上 端 面
以 下 に 位 置 す る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ 記 載 の ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
カ バ ー 筒 体 (21)と キ ャ ッ プ 体 (11)を 縦 溝 と 縦 条 を 組 み 合 わ せ て 相 対 回 動 不 能 と し 、 カ バ ー
筒 片 (22)の 外 周 面 に 突 設 し た ピ ン (23)と 、 回 動 筒 片 (32)の 内 周 面 に 刻 設 し た 螺 溝 (33)に よ
り 昇 降 機 構 を 形 成 し 、
回 動 筒 体 (31)の 回 動 に よ り 、 前 記 ピ ン (23)が 螺 溝 (33)に 沿 っ て 相 対 的 に 移 動 し 、 カ バ ー 筒
体 (21)が 昇 降 す る 構 成 と し た 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
カ バ ー 筒 体 (21)と キ ャ ッ プ 体 (11)あ る い は 回 動 筒 体 (31)の 間 に 乗 り 越 え 係 止 部 を 形 成 し 、
前 記 カ バ ー 筒 体 (21)の 上 限 位 置 で 、 前 記 乗 り 越 え 係 止 部 が 作 用 し て 、 指 先 に よ る カ バ ー 筒
体 (21)の 押 下 げ 操 作 を 不 能 に な る よ う に 構 成 し た 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の ポ ン プ 付 き
容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
カ バ ー 筒 片 (22)の 下 端 部 外 周 面 に 係 止 弾 片 (24)を 突 設 し 、 回 動 筒 片 (32)の 上 端 部 内 周 面 に
係 止 周 条 (34)を 周 設 し 、 該 係 止 弾 片 (24)と 係 止 周 条 (34)で 乗 り 越 え 係 止 部 を 形 成 す る と 共
に 、 該 係 止 弾 片 (24)が 係 止 周 条 (34)に 乗 り 越 え 係 止 す る 際 に 、 ク リ ッ ク 音 が 発 生 す る 構 成
と し た 請 求 項 ４ 記 載 の ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 。
【 請 求 項 ６ 】
カ バ ー 筒 片 (22)上 端 部 内 周 面 に 突 片 状 の ス ト ッ パ ー (25)を 突 設 し 、 カ バ ー 筒 体 (21)の 上 限
位 置 で 、 押 下 げ ヘ ッ ド (41)の 一 部 分 に 前 記 ス ト ッ パ ー (25)が 下 方 か ら 当 接 す る 構 成 と し た
請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ ま た は ５ 記 載 の ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 容 器 本 体 の 口 筒 部 に 装 着 し た 押 下 げ 式 手 動 ポ ン プ に よ り 内 容 液 を 注 出 し て 使
用 す る ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 た と え ば 特 許 文 献 １ に ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 に 係 る 発 明 が 記 載 さ れ て い る 。 こ の 特 許 文 献
１ の 実 施 例 に お い て 図 示 さ れ て い る よ う に 、 通 常 こ の よ う な ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 で は 、 ポ
ン プ の 上 端 部 に 内 部 に 内 容 液 を 横 方 向 に 注 出 す る た め の 注 出 口 を 形 成 し た 押 下 げ ヘ ッ ド が
取 り 付 け て あ り 、 使 用 時 に は こ の 押 下 げ ヘ ッ ド を 指 先 で 押 し 下 げ て ポ ン プ の ピ ス ト ン を 下
降 さ せ る 。 そ し て 多 く の 場 合 、 外 観 の 点 か ら 、 あ る い は 誤 操 作 、 不 正 操 作 に よ る こ の 押 下
げ ヘ ッ ド の 押 し 下 げ が な い よ う に 、 オ ー バ ー キ ャ ッ プ を 被 せ た 状 態 で 製 品 と し て 提 供 さ れ
、 保 管 さ れ る 。
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【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ９ － １ ９ ３ ９ ５ ８ 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら オ ー バ ー キ ャ ッ プ を 使 用 す る と 、 ど う し て も 両 手 で の 操 作 が 余 儀 な く さ れ
、 ま た 使 用 時 に 取 り 外 し た オ ー バ ー キ ャ ッ プ を 鏡 台 、 洗 面 台 等 に 一 時 置 く こ と に な る が 、
そ の 際 こ の オ ー バ ー キ ャ ッ プ を 紛 失 す る こ と も 多 々 生 じ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 上 記 の よ う な 使 い 勝 手 の 悪 さ を 解 消 す る た め の も の で あ り 、 オ ー バ ー キ ャ ッ プ
を 使 用 し な い で 、 片 手 で 掴 持 し な が ら 注 出 が で き る 等 、 簡 単 な 操 作 で の 取 り 扱 い が 可 能 で
あ る と 共 に 、 誤 操 作 防 止 等 の 機 能 が 発 揮 さ れ る ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 を 提 供 す る こ と に あ る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 技 術 的 課 題 を 解 決 す る 手 段 の う ち 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、
容 器 本 体 の 口 筒 部 に 、 上 端 に 押 下 げ ヘ ッ ド を 嵌 合 し た 押 下 げ 式 手 動 ポ ン プ を 起 立 配 設 し た
ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 に お い て 、
口 筒 部 に 嵌 合 組 み 付 き す る 嵌 合 筒 片 を 有 す る と 共 に 、 ポ ン プ を 密 閉 状 態 で 口 筒 部 に 組 み 付
き 固 定 す る キ ャ ッ プ 体 と 、
下 端 部 を キ ャ ッ プ 体 の 下 端 部 に 回 動 自 在 に 外 嵌 し 、 嵌 合 筒 片 の 外 側 に 同 中 心 軸 状 に 起 立 配
設 さ れ る 回 動 筒 片 を 有 す る 回 動 筒 体 と 、
嵌 合 筒 片 と 回 動 筒 片 と の 間 に 回 動 筒 体 の 回 動 に よ る 昇 降 機 構 を 形 成 し た 状 態 で 、 こ の 嵌 合
筒 片 と 回 動 筒 片 の 間 に 同 中 心 軸 状 に 、 昇 降 可 能 に カ バ ー 筒 片 を 配 設 し た カ バ ー 筒 体 を 有 す
る こ と 、
カ バ ー 筒 体 の 下 限 位 置 で 押 下 げ ヘ ッ ド が こ の カ バ ー 筒 体 の 上 端 面 か ら 突 出 す る よ う に 、 ま
た カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 で 押 下 げ ヘ ッ ド へ の 注 出 の た め の 押 下 げ 操 作 が 不 能 に な る よ う に
構 成 す る こ と 、
に あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 上 記 構 成 に よ り 、 嵌 合 筒 片 を 容 器 本 体 の 口 筒 部 に 嵌 合 組 み 付 き す る こ と
に よ り 、 キ ャ ッ プ 体 で ポ ン プ を 口 筒 部 に 密 閉 状 態 で 起 立 配 設 し 、 押 下 げ 式 の 手 動 ポ ン プ 付
き 注 出 容 器 と し て の 機 能 が 発 揮 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 そ し て 、 嵌 合 筒 片 の 外 側 に 同 中 心 軸 状 に 回 動 筒 片 を 起 立 配 設 し た 状 態 で 回 動 筒 体 を キ ャ
ッ プ 体 の 下 端 部 に 回 動 自 在 に 外 嵌 し 、 嵌 合 筒 片 と 回 動 筒 片 の 間 に さ ら に 同 中 心 軸 状 に カ バ
ー 筒 片 を 配 設 す る 。 こ の 状 態 で 回 動 筒 体 を キ ャ ッ プ 体 の 下 端 部 に 対 し て 相 対 的 に 回 動 す る
こ と に よ り 、 嵌 合 筒 片 と 回 動 筒 片 と カ バ ー 筒 片 と の 間 に 形 成 さ れ た 昇 降 機 構 の 作 用 を 発 揮
せ し め 、 カ バ ー 筒 体 を 昇 降 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 通 常 、 容 器 の 保 管 時 に は カ バ ー 筒 体 を そ の 上 限 位 置 に し て お く が 、 カ バ ー 筒 体 の 上 限 位
置 で 押 下 げ ヘ ッ ド へ の 注 出 の た め の 押 下 げ 操 作 が 不 能 に な る よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、
使 用 者 の 誤 操 作 に よ る 押 下 げ ヘ ッ ド へ の 押 し 下 げ 操 作 を 防 ぐ こ と が で き る 。 こ こ で 、 た と
え ば 押 下 げ ヘ ッ ド に 対 す る 上 限 位 置 で の カ バ ー 筒 体 の 高 さ 位 置 を 適 宜 設 定 す る こ と 、 あ る
い は カ バ ー 筒 体 に ス ト ッ パ ー を 付 設 す る 等 の 手 段 に よ り 押 下 げ ヘ ッ ド へ の 注 出 の た め の 押
下 げ 操 作 を 不 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 容 器 を 使 用 す る 時 に は 、 回 動 筒 体 を 回 動 さ せ 、 カ バ ー 筒 体 を 下 限 位 置 ま で 下 降 さ せ る 。
こ の 状 態 で 押 下 げ ヘ ッ ド が カ バ ー 筒 体 の 上 端 か ら 突 出 し た 状 態 と な る の で 、 押 下 げ ヘ ッ ド
を 指 で 押 し 下 げ る こ と に よ り ポ ン プ の 機 能 が 発 揮 さ れ 内 容 液 が 注 出 さ れ る 。 そ し て 、 使 用
後 は 回 動 筒 体 を 逆 方 向 に 回 動 さ せ て カ バ ー 筒 体 を 上 昇 さ せ る 。
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【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ の よ う に 、 カ バ ー 筒 体 の 昇 降 お よ び 押 下 げ ヘ ッ ド の 押 し 下 げ 操 作 は 、 容 器 本 体 を 手 の
中 で 掴 持 し な が ら 、 指 先 で す る こ と が 可 能 で あ り 、 全 体 と し て 容 器 を 片 手 で 操 作 、 取 り 扱
う こ と が で き 、 ま た オ ー バ ー キ ャ ッ プ を 無 く し た 構 成 で あ り 、 従 来 の よ う に 取 り 外 し た オ
ー バ ー キ ャ ッ プ を 紛 失 し た り 、 ど こ に 置 い た か 忘 れ て 困 る よ う な こ と も な い 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、 請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に お い て 、 カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 で
、 押 下 げ ヘ ッ ド の 上 端 面 が 前 記 カ バ ー 筒 体 の 上 端 面 以 下 に 位 置 す る よ う 構 成 す る こ と 、 に
あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 上 記 構 成 は カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 で 押 下 げ ヘ ッ ド へ の 注 出 の た め の 押 下
げ 操 作 を 不 能 に す る 構 成 の 一 つ の 具 体 例 を 示 す も の で あ る 。 カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 で 押 下
げ ヘ ッ ド の 上 端 面 が カ バ ー 筒 体 の 上 端 面 以 下 に 位 置 す る の で 、 カ バ ー 筒 体 の 上 端 面 に よ り
、 誤 動 作 に よ る 押 下 げ ヘ ッ ド へ の 指 先 に よ る 押 下 げ 操 作 を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 カ バ
ー 筒 体 の 昇 降 機 構 に 係 る 抵 抗 が あ る の で 、 カ バ ー 筒 体 と 共 に 押 下 げ ヘ ッ ド を 押 下 げ よ う と
し て も 使 用 者 が こ の 抵 抗 を 認 識 す る こ と に よ り 、 誤 操 作 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 本 請 求 項 ２ 記 載 の 構 成 で は 、 カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 で 、 押 下 げ ヘ ッ ド の 上 端 面 と
カ バ ー 筒 体 の 上 端 面 を 略 同 一 面 状 と す る こ と も で き 、 保 管 時 に は カ バ ー 筒 体 を 上 限 位 置 と
し て お く こ と で 、 オ ー バ ー キ ャ ッ プ し た の と 同 様 な 外 観 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 発 明 に お い て 、
カ バ ー 筒 体 と キ ャ ッ プ 体 を 縦 溝 と 縦 条 を 組 み 合 わ せ て 相 対 回 動 不 能 と し 、 カ バ ー 筒 片 の 外
周 面 に 突 設 し た ピ ン と 、 回 動 筒 片 の 内 周 面 に 刻 設 し た 螺 溝 に よ り 昇 降 機 構 を 形 成 し 、 回 動
筒 体 の 回 動 に よ り 、 ピ ン が 螺 溝 に 沿 っ て 相 対 的 に 移 動 し 、 カ バ ー 筒 体 が 昇 降 す る 構 成 と す
る こ と 、 に あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 上 記 構 成 は 昇 降 機 構 の 具 体 例 を 示 す も の で あ る 。 昇 降 機 構 に は さ ま ざ ま
な 態 様 の も の を 採 用 す る こ と が で き る が 、 請 求 項 ２ 記 載 の 構 成 は 棒 状 口 紅 容 器 の 繰 り 出 し
機 構 に 多 く 使 用 さ れ て い る も の で あ り 、 回 動 筒 体 を 回 動 さ せ る と 、 螺 溝 に 沿 っ て ピ ン が 移
動 す る の に 伴 っ て 、 カ バ ー 筒 体 と キ ャ ッ プ 体 に 形 成 し た 縦 溝 と 縦 条 の 組 み 合 わ せ に よ り カ
バ ー 筒 体 が こ の 縦 溝 お よ び 縦 条 の 方 向 に 沿 っ て 昇 降 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の 昇 降 機 構 は 回 動 筒 体 の 回 動 に よ り 、 カ バ ー 筒 体 を ス ム ー ズ に 昇 降 さ せ る こ と が で き
、 ま た 、 螺 溝 の ス ク リ ュ ー ピ ッ チ を 短 く 設 定 す る こ と に よ り 、 指 先 の 比 較 的 弱 い 力 で も 、
た と え ば 乗 り 越 え 係 止 状 態 か ら の 脱 係 止 等 、 大 き な 抵 抗 が あ る 場 合 に も 容 易 に 昇 降 さ せ る
こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、 請 求 項 １ 、 ２ ま た は ３ 記 載 の 発 明 に お い て 、 カ バ ー 筒 体
と キ ャ ッ プ 体 あ る い は 回 動 筒 体 の 間 に 乗 り 越 え 係 止 部 を 形 成 す る こ と 、
カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 で 、 こ の 乗 り 越 え 係 止 部 が 作 用 し て 、 指 先 に よ る カ バ ー 筒 体 の 押 下
げ 操 作 が 不 能 に な る よ う に 構 成 す る こ と 、 に あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 上 記 構 成 に お い て は 、 カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 作 用 す る 乗 り 越 え 係 止 部 に
よ り 、 誤 操 作 お よ び 不 正 操 作 に よ る カ バ ー 筒 体 の 押 し 下 げ 、 そ の 結 果 と し て の 押 下 げ ヘ ッ
ド の 押 し 下 げ 操 作 を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 こ こ で 、 上 記 の よ う に 乗 り 越 え 係 止 部 を 形 成 す る 場 合 、 こ の 乗 り 越 え 係 止 の 程 度 は 、 回
動 筒 体 の 回 動 お よ び 昇 降 機 構 の 作 用 に よ る カ バ ー 筒 体 の 下 降 の 際 に 容 易 に 脱 係 止 が で き る
よ う な 程 度 に 設 定 し て お く 必 要 が あ る が 、 た と え ば 螺 溝 と ピ ン か ら 構 成 さ れ る 昇 降 機 構 に
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お い て は 、 螺 溝 の ス ク リ ュ ー ピ ッ チ を 短 く す る こ と 等 に よ り 、 抵 抗 の 大 き な 脱 乗 り 越 え 係
止 を 比 較 的 弱 い 指 先 の 力 で 達 成 で き る よ う 、 容 易 に 設 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に お い て 、
カ バ ー 筒 片 の 下 端 部 外 周 面 に 係 止 弾 片 を 突 設 し 、 回 動 筒 片 の 上 端 部 内 周 面 に 係 止 周 条 を 周
設 し 、 こ の 係 止 弾 片 (24)と 係 止 周 条 (34)で 乗 り 越 え 係 止 部 を 形 成 す る こ と 、
係 止 弾 片 が 係 止 周 条 に 乗 り 越 え 係 止 す る 際 に 、 ク リ ッ ク 音 が 発 生 す る 構 成 と す る こ と 、
に あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 上 記 構 成 は 、 乗 り 越 え 係 止 部 の 具 体 例 を 示 す も の で あ る 。 回 動 筒 体 の 係
止 周 条 へ 、 カ バ ー 筒 体 の 係 止 弾 片 を 乗 り 越 え 係 止 さ せ る こ と に よ り 容 易 に カ バ ー 筒 体 を 下
降 不 能 と す る こ と が で き 、 ま た 係 止 弾 片 が 乗 り 越 え 係 止 す る 際 に ク リ ッ ク 音 が 発 生 す る 構
成 と す る こ と に よ り 、 使 用 者 は カ バ ー 筒 体 が 上 限 位 置 に 達 し た こ と を 、 音 あ る い は 手 の 感
触 に よ り 確 認 す る こ と が で き 、 安 心 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 の 手 段 は 、 請 求 項 １ 、 ２ 、 ３ 、 ４ ま た は ５ 記 載 の 発 明 に お い て 、 カ
バ ー 筒 片 上 端 部 内 周 面 に 突 片 状 の ス ト ッ パ ー を 突 設 し 、 カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 で 、 押 下 げ
ヘ ッ ド の 一 部 分 に こ の ス ト ッ パ ー が 下 方 か ら 当 接 す る 構 成 と す る こ と 、 に あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 上 記 構 成 も 、 請 求 項 ２ 同 様 カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 で 押 下 げ ヘ ッ ド へ の 注
出 の た め の 押 下 げ 操 作 を 不 能 に す る 構 成 の 一 つ の 具 体 例 を 示 す も の で あ り 、 カ バ ー 筒 体 に
突 設 し た ス ト ッ パ ー を 押 下 げ ヘ ッ ド の 一 部 分 に 下 方 か ら 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 誤 動 作 に
よ る 押 下 げ ヘ ッ ド へ の 押 下 げ 操 作 を 防 ぐ こ と が で き る 。 ま た 、 こ の 構 成 で は カ バ ー 筒 体 の
上 端 開 口 部 か ら 指 で 押 下 げ ヘ ッ ド を 押 し 下 げ る よ う な 誤 操 作 あ る い は 不 正 操 作 も 防 ぐ こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ し て 、 容 器 を 使 用 す る 際 に は 回 動 筒 体 を 回 動 さ せ る と ス ト ッ パ ー に よ る 下 方 か ら の 当
接 が 解 消 す る の で 、 押 下 げ ヘ ッ ド を 押 し 下 げ る こ と が で き る よ う に な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 本 発 明 は 上 記 し た 構 成 で あ り 、 以 下 に 示 す 効 果 を 奏 す る 。
請 求 項 １ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 カ バ ー 筒 体 の 昇 降 お よ び 押 下 げ ヘ ッ ド の 押 し 下 げ 操 作 は
容 器 本 体 を 手 の 中 で 掴 持 し な が ら 指 先 で す る こ と が 可 能 で あ り 、 全 体 と し て 容 器 を 片 手 で
操 作 、 取 り 扱 う こ と が で き る 。 ま た カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 で は 誤 操 作 に よ る 押 下 げ ヘ ッ ド
の 押 下 げ 操 作 を 防 ぐ こ と が で き 、 さ ら に オ ー バ ー キ ャ ッ プ を 無 く し た 構 成 で あ り 、 従 来 の
よ う に 取 り 外 し た オ ー バ ー キ ャ ッ プ を 紛 失 し た り 、 ど こ に 置 い た か 忘 れ て 困 る よ う な こ と
も な い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 請 求 項 ２ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 カ バ ー 筒 体 の 上 端 面 に よ り 、 誤 動 作 に よ る 押 下 げ ヘ ッ
ド へ の 指 先 に よ る 押 下 げ 操 作 を 防 ぐ こ と が で き 、 ま た 保 管 時 に は カ バ ー 筒 体 を 上 限 位 置 と
し て お く こ と で 、 オ ー バ ー キ ャ ッ プ し た の と 同 様 な 外 観 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 請 求 項 ３ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 螺 溝 と ピ ン に よ っ て 昇 降 機 構 を 形 成 す る こ と に よ り 、
回 動 筒 体 の 回 動 に よ り カ バ ー 筒 体 を ス ム ー ズ に 昇 降 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 カ バ ー 筒 体 の 上 限 位 置 作 用 す る 乗 り 越 え 係 止 部 に よ り
、 誤 操 作 お よ び 不 正 操 作 に よ る カ バ ー 筒 体 の 押 し 下 げ 操 作 を よ り 確 実 に 防 止 す る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 請 求 項 ５ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 回 動 筒 体 の 係 止 周 条 へ 、 カ バ ー 筒 体 の 係 止 弾 片 を 乗 り
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越 え 係 止 さ せ る こ と に よ り 容 易 に カ バ ー 筒 体 を 下 降 不 能 と す る こ と が で き 、 ま た ク リ ッ ク
音 が 発 生 す る こ と に よ り 使 用 者 は カ バ ー 筒 体 が 上 限 位 置 に 達 し た こ と を 、 音 あ る い は 手 の
感 触 に よ り 確 認 す る こ と が で き 、 安 心 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 請 求 項 ６ 記 載 の 発 明 に あ っ て は 、 カ バ ー 筒 体 に 突 設 し た ス ト ッ パ ー を 押 下 げ ヘ ッ ド の 一
部 分 に 下 方 か ら 当 接 さ せ る こ と に よ り 、 カ バ ー 筒 体 の 上 端 開 口 部 か ら 指 で 押 下 げ ヘ ッ ド を
押 し 下 げ る よ う な 誤 操 作 あ る い は 不 正 操 作 も 防 ぐ こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ １ 】
　 以 下 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 図 面 を 参 照 し て 説 明 す る 。
図 １ ～ 図 ７ は 本 発 明 の ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 の 一 実 施 例 を 示 す も の で あ り 、 合 成 樹 脂 製 の 容
器 本 体 １ 、 キ ャ ッ プ 体 １ １ 、 カ バ ー 筒 体 ２ １ 、 回 転 筒 体 ３ １ 、 押 下 げ ヘ ッ ド ４ １ 、 そ し て
押 し 下 げ 式 の 手 動 ポ ン プ ５ １ 、 パ ッ キ ン ５ ３ の ６ つ の 部 材 か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 容 器 本 体 １ は 、 円 筒 状 の 胴 部 ３ を 有 し 、 外 周 面 上 端 部 に 嵌 合 周 条 ２ ａ を 周 設 し た 口 筒 部
２ を 起 立 設 し た 壜 体 状 の も の で あ り 、 底 部 ４ は 有 底 筒 状 の 底 板 ６ で 密 閉 さ れ て い る 。 ま た
内 部 に は 底 蓋 ５ が 配 設 さ れ て お り 、 使 用 に よ る 内 容 液 の 減 少 に 伴 い こ の 底 蓋 ５ が 胴 部 ３ 内
周 面 に 密 に 摺 動 し な が ら 上 昇 し て い く 構 成 と し て い る 。 こ の よ う な 底 蓋 ５ を 採 用 す る こ と
に よ り 倒 立 状 態 で も ポ ン プ ５ １ で 内 容 液 を 注 出 す る こ と が で き る 。 も ち ろ ん 正 立 状 態 で の
み 使 用 す る 用 途 で は 通 常 の 底 部 ４ の 壜 体 を 使 用 す れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 キ ャ ッ プ 体 １ １ は 、 口 筒 部 ２ に 外 嵌 し て 嵌 合 周 条 ２ ａ 部 分 で 組 み 付 き 固 定 す る 円 筒 状 の
嵌 合 筒 片 １ ２ を 有 す る 。 こ の 嵌 合 筒 片 １ ２ の 一 部 壁 が 削 除 さ れ て 欠 部 １ ４ が 形 成 さ れ て い
る 。 ま た 嵌 合 筒 片 １ ２ の 下 端 に は 外 鍔 周 片 １ ７ ａ を 介 し て 基 端 筒 片 １ ７ が 垂 下 設 さ れ て い
る 。 ま た 、 嵌 合 筒 片 １ ２ の 内 周 面 、 略 中 央 高 さ 位 置 か ら 内 鍔 周 片 １ ５ ａ を 介 し て 、 嵌 合 筒
片 １ ２ の 内 側 に 同 中 心 軸 状 に 内 筒 片 １ ５ を 起 立 配 設 し て い る 。 こ の 内 筒 片 １ ５ の 内 周 面 に
は 軸 対 称 の 位 置 に 一 対 の 縦 溝 １ ６ が 刻 設 さ れ て い る 。 な お 嵌 合 筒 片 １ ２ の 口 筒 部 ２ へ の 組
み 付 き 固 定 は 螺 合 に よ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ６ に 示 さ れ る 回 動 筒 体 ３ １ は 円 筒 状 の 回 動 筒 片 ３ ２ を 有 し 、 下 端 部 に 形 成 さ れ た 嵌 合
周 条 ３ ５ に よ り 、 キ ャ ッ プ 体 １ １ の 基 端 筒 片 １ ７ に 回 動 自 在 に 組 み 付 く 。 ま た 内 周 面 に は
軸 対 称 の 位 置 に 一 対 、 ２ 本 の 螺 溝 ３ ３ が 刻 設 さ れ て お り 、 上 端 部 に は 後 述 す る カ バ ー 筒 体
２ １ の 係 止 弾 片 ２ ４ が 乗 り 越 え 係 止 す る 係 止 周 条 ３ ４ が 周 設 さ れ て い る 。 な お 本 実 施 例 で
は 螺 溝 ３ ３ を ２ 本 刻 設 し た 構 成 と し て い る が 、 た と え ば 回 動 の 更 な る 安 定 性 等 を 考 慮 し て
３ 重 螺 旋 状 に ３ 本 刻 設 す る こ と も あ り 、 螺 溝 ３ ３ の 形 成 本 数 、 ピ ッ チ 等 は 使 用 態 様 、 部 材
の 成 形 性 等 を 考 慮 し て 決 め る 設 計 的 な 事 項 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 図 ５ に 示 さ れ る カ バ ー 筒 体 ２ １ は 、 前 記 し た 嵌 合 筒 片 １ ２ と 回 動 筒 片 ３ ２ の 間 に 同 中 心
軸 状 に 、 昇 降 可 能 に 配 設 す る 円 筒 状 の カ バ ー 筒 片 ２ ２ を 有 す る 。 そ し て こ の カ バ ー 筒 片 ２
２ の 外 周 面 下 端 部 に は 上 述 し た 螺 溝 ３ ３ に 摺 動 移 動 可 能 に 嵌 入 す る 一 対 の 短 円 柱 状 の ピ ン
２ ３ が 突 設 さ れ て い る 。 ま た 、 ピ ン ２ ３ の 直 上 に は 、 係 止 弾 片 ２ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 さ
ら に 内 周 面 の 、 ピ ン ２ ３ の 形 成 位 置 か ら 中 心 角 度 で ９ ０ ° の 位 置 に は キ ャ ッ プ 体 １ １ の 嵌
合 筒 片 １ ２ の 縦 溝 １ ３ に 上 下 動 可 能 に 嵌 入 す る 縦 条 ２ ６ （ 図 ４ も 参 照 ） が 形 成 さ れ て い る
。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 押 下 げ ヘ ッ ド ４ １ は 、 有 頂 円 筒 状 の ヘ ッ ド 筒 片 ４ ２ を 有 し 、 シ ー ル 筒 片 ４ ６ が ポ ン プ ５
１ の 上 端 部 に 密 外 嵌 し て 、 ポ ン プ ５ １ に 組 み 付 き 固 定 し 、 シ ー ル 筒 片 ４ ６ の 上 端 か ら は 横
方 向 に 注 出 口 ４ ４ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 、 ヘ ッ ド 筒 片 ４ ２ の 内 周 面 に は 軸 対 称 に 一 対 の
縦 条 ４ ３ が 突 設 さ れ て お り 、 前 述 し た キ ャ ッ プ 体 １ １ の 内 筒 片 １ ５ の 縦 溝 １ ６ に 昇 降 可 能
に 嵌 合 す る （ 図 ４ 参 照 ） 。
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【 ０ ０ ３ ７ 】
　 押 下 げ 式 の 手 動 ポ ン プ ５ １ は 、 フ ラ ン ジ ５ ２ を 口 筒 部 ２ 上 端 面 と 内 鍔 周 片 １ ５ ａ 下 面 の
間 に パ ッ キ ン ５ ３ と 共 に 挟 持 し て 口 筒 部 ２ に 組 み 付 き 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に 、 上 記 説 明 し た 容 器 本 体 １ 、 キ ャ ッ プ 体 １ １ 、 カ バ ー 筒 体 ２ １ 、 回 動 筒 体 ３ １ 、 押
下 げ ヘ ッ ド ４ １ 、 ポ ン プ ５ １ 、 パ ッ キ ン ５ ３ を 組 み 立 て た 状 態 で の 使 用 状 態 を 以 下 説 明 す
る 。 図 １ は 保 管 状 態 を 示 す も の で あ る 。 カ バ ー 筒 体 ２ １ は 上 限 位 置 に あ り 、 そ の 上 端 面 を
押 下 げ ヘ ッ ド ４ １ の 上 端 面 と 同 一 レ ベ ル に し 、 ま た 押 下 げ ヘ ッ ド ４ １ の 側 部 を 外 装 し て オ
ー バ ー キ ャ ッ プ を し た よ う に 外 観 的 に ス ッ キ リ し た も の と し て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 、 こ の 状 態 で カ バ ー 筒 体 ２ １ の 係 止 弾 片 ２ ４ が 回 動 筒 体 ３ １ の 係 止 周 条 ３ ４ に 乗 り
越 え 係 止 し た 状 態 で あ り 、 誤 操 作 、 不 正 操 作 に よ る カ バ ー 筒 体 ２ １ の 押 し 下 げ 操 作 を 防 止
す る 。 さ ら に カ バ ー 筒 体 ２ １ の ス ト ッ パ ー ２ ５ が 押 下 げ ヘ ッ ド ４ １ の 注 出 口 ４ ４ 先 端 部 に
下 方 か ら 当 接 し て お り 、 押 下 げ ヘ ッ ド ４ １ 単 独 で の 押 し 下 げ 操 作 も 防 止 す る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 次 に 使 用 時 に は 、 容 器 本 体 １ を 手 で 掴 持 し 、 指 先 で 回 動 筒 体 ３ １ を 本 実 施 例 で は 左 廻 り
に 回 動 さ せ る と 、 ま ず 係 止 弾 片 ２ ４ が 係 止 周 条 ３ ４ か ら 脱 乗 り 越 え 係 止 し 、 ピ ン ２ ３ 、 螺
溝 ３ ３ 、 嵌 合 筒 片 １ ２ の 縦 溝 １ ３ 、 そ し て カ バ ー 筒 体 ２ １ の 縦 条 ２ ６ か ら 形 成 さ れ る 昇 降
機 構 の 作 用 が 発 揮 さ れ カ バ ー 筒 体 ２ １ が 真 直 ぐ 下 降 し 、 そ の 下 限 位 置 に 達 す る 。 な お こ こ
で 本 実 施 例 で は 嵌 合 筒 片 １ ２ に 縦 溝 １ ３ を カ バ ー 筒 体 ２ １ に 縦 条 ２ ６ を 形 成 し た 構 成 と し
て い る が 、 勿 論 、 逆 に 嵌 合 筒 片 １ ２ に 縦 条 を 、 カ バ ー 筒 体 ２ １ に 縦 溝 を 形 成 し て 組 み 合 わ
せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 そ し て 、 カ バ ー 筒 体 ２ １ が そ の 下 限 位 置 に 達 す る と 、 押 下 げ ヘ ッ ド ４ １ が 上 方 に 突 出 し
た 状 態 と な り 、 ス ト ッ パ ー ２ ５ に よ る 当 接 状 態 も 解 消 さ れ る 。 こ の 状 態 で 指 先 で 押 下 げ ヘ
ッ ド ４ １ の 上 端 面 を 下 方 に 押 す と 、 内 筒 片 １ ５ の 縦 溝 １ ６ に 沿 っ て 縦 条 ４ ３ が 下 降 移 動 し
、 安 定 し た 姿 勢 で 押 下 げ ヘ ッ ド ４ １ を 押 し 下 げ る こ と が で き 、 内 容 液 が 注 出 口 ４ ４ か ら 注
出 さ れ る 。 ま た こ の 際 、 注 出 口 ４ ４ の 先 端 部 は 嵌 合 筒 片 １ ２ の 欠 部 １ ４ に 挿 入 し て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
こ こ で 、 乗 り 越 え 係 止 の 程 度 が 、 カ バ ー 筒 体 ２ １ を 直 接 押 し 下 げ る こ と が で き な い 範 囲 で
も 、 昇 降 機 構 は 主 と し て 螺 溝 ３ ３ の 作 用 に よ り 回 動 運 動 を 昇 降 運 動 に 変 換 す る も の で あ り
、 螺 溝 ３ ３ の ピ ッ チ 等 を 調 整 す る こ と に よ り 、 通 常 程 度 の 指 先 の 力 で 係 止 弾 片 ２ ４ の 脱 乗
り 越 え 係 止 に 係 る 力 を 十 分 発 揮 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 次 に 使 用 後 は 、 回 動 筒 体 ３ １ を 右 廻 り に 回 動 さ せ て 、 カ バ ー 筒 体 ２ １ を 上 限 位 置 に ま で
上 昇 さ せ る 。 こ こ で 、 係 止 弾 片 ２ ４ が 係 止 周 条 ３ ４ に 乗 り 越 え 係 止 す る が 、 こ の 係 止 弾 片
２ ４ の 先 端 部 が 図 ７ 中 の ２ 点 鎖 線 で 表 し た 弾 性 変 形 状 態 か ら 弾 性 回 復 す る 際 に ク リ ッ ク 音
が す る 。 こ の ク リ ッ ク 音 に よ り 使 用 者 は 上 限 位 置 に 達 し た こ と を 音 お よ び 手 の 感 触 で も 確
認 す る こ と が で き 、 よ り 安 心 し て 使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 な お 、 本 発 明 の 作 用 効 果 は 上 記 説 明 し た 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。 た と え ば 本
実 施 例 に 用 い た ポ ン プ は 単 な る 一 例 に 過 ぎ ず 、 従 来 よ り 注 出 容 器 に 使 用 さ れ て い る 様 々 な
態 様 の 手 動 式 押 下 げ ポ ン プ を 使 用 す る こ と が で き る 。 ま た 、 本 実 施 例 で は 保 管 状 態 で カ バ
ー 筒 体 の 上 限 位 置 の 上 端 面 と 押 下 げ ヘ ッ ド の 上 端 面 が 同 一 レ ベ ル に な る 構 成 と し た が 、 用
途 、 デ ザ イ ン 面 か ら 必 要 で あ れ ば 誤 操 作 防 止 の た め の ス ト ッ パ ー を 適 宜 位 置 に 配 設 す る 等
し て 、 注 出 の た め の 押 下 げ 操 作 が で き な い 範 囲 で 押 し 出 し ヘ ッ ド を カ バ ー 筒 体 の 上 端 面 か
ら 突 き 出 さ せ て 位 置 さ せ る こ と も で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の ポ ン プ 付 き 注 出 容 器 は 、 片 手 で も 操 作 で き 、 ま た 従 来 の 容 器 の よ う に オ ー バ ー
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キ ャ ッ プ を 紛 失 し た り ど こ に 置 い た か 忘 れ て 困 る よ う な こ と も な く 、 今 ま で に な い 便 利 さ
で 使 用 で き る も の で あ り 、 た と え ば 化 粧 料 用 等 の 幅 広 い 用 途 へ の 展 開 が 期 待 で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 容 器 の 一 実 施 例 を 部 分 的 に 縦 断 し て 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お い て カ バ ー 筒 体 を 下 降 さ せ た 状 態 を 示 す 側 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 容 器 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ２ 中 の Ａ － Ａ 線 に 沿 っ て 示 す 平 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 １ 中 の カ バ ー 筒 体 の 全 体 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 １ 中 の 回 動 筒 体 を 一 部 破 断 し て 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 １ に お い て 係 止 弾 片 の 乗 り 越 え 係 止 状 態 を 要 部 拡 大 し て 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ 　 ； 容 器 本 体
２ 　 ； 口 筒 部
２ ａ ； 嵌 合 周 条
３ 　 ； 胴 部
４ 　 ； 底 部
５ 　 ； 底 蓋
６ 　 ； 底 板
１ １ ； キ ャ ッ プ 体
１ ２ ； 嵌 合 筒 片
１ ３ ； 縦 溝
１ ４ ； 欠 部
１ ５ ； 内 筒 片
１ ５ ａ ； 内 鍔 周 片
１ ６ ； 縦 溝
１ ７ ； 基 端 筒 片
１ ７ ａ ； 外 鍔 周 片
２ １ ； カ バ ー 筒 体
２ ２ ； カ バ ー 筒 片
２ ３ ； ピ ン
２ ４ ； 係 止 弾 片
２ ５ ； ス ト ッ パ ー
２ ６ ； 縦 条
３ １ ； 回 動 筒 体
３ ２ ； 回 動 筒 片
３ ３ ； 螺 溝
３ ４ ； 係 止 周 条
３ ５ ； 嵌 合 周 条
４ １ ； 押 下 げ ヘ ッ ド
４ ２ ； ヘ ッ ド 筒 片
４ ３ ； 縦 条
４ ４ ； 注 出 口
４ ６ ； シ ー ル 筒 片
５ １ ； ポ ン プ
５ ２ ； フ ラ ン ジ
５ ３ ； パ ッ キ ン
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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